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平成 22 年度 

第 1 回 淀川河川公園 地域協議会 会議録 
 

 

 

■開催概要 

開催日時：平成 22 年 10 月 4 日(月) 10：00～12：00     場 所：ポリテクセンター関西 J102 号室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■議事要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中流右岸域版（高槻市・摂津市域）平成 22 年 10 月 4 日開催分 

2010 年 12 月発行 

第２号 

1.合意事項 

①利用者・利用団体代表委員として淀川河川レン

ジャーの酒井氏が承認された。 

②大塚地区、三島江野草・三島江地区、鳥飼上・

鳥飼下地区及び鳥飼西・鳥飼野草・一津屋河

畔・一津屋野草地区でそれぞれ地区会議を開

催することに合意した。 

③大塚地区と鳥飼下地区については、公園整備計

画（案）を地区会議に示して利用者・利用団体か

ら意見を聞くことに合意した。 

④地区会議のメンバーは、地域住民代表委員、利

用者・利用団体代表委員、対象地区の自治体

委員のほか、地域協議会委員からの推薦及び

一般公募により選定された利用者・利用団体等

で構成することに合意した。 

配布資料（一覧） 

■説明事項に関する資料 

・資料 1 淀川河川公園 中流右岸域 地域協議会 設置要綱・ 

委員名簿（案） 

・資料 2 淀川河川公園の概要 

・資料 3 利用者・利用団体等からの意見収集・整理の状況 

・資料 4 淀川河川公園中流右岸域公園整備計画（案） 

・資料 5 中流右岸域の河川公園整備に関する収集意見 

・資料 6 地区会議の運営方法（中流右岸域案） 

議事次第 

1. 開会 

2. 出席者紹介 

3. 経緯と今後の進め方について 

4. 議事 

(1) 地域協議会委員について 

(2) 淀川河川公園の概要 

(3) 利用者・利用団体等からの意見収集・整理の状況について

(4) 公園整備計画（案）について 

(5) 地区会議の進め方について 

5. 閉会 

2．地域協議会委員について 

設置要綱に基づき、新たな委員の加入について合意が得られた。
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3.淀川河川公園の概要 

淀川河川公園の歴史、自然環境、淀川河川公園基本計画の改定および生物多様性の保全に関する 近の動き

について、公園管理者より説明があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な発言 
[学識者委員] 

・淀川河川敷ではゴルフ場が広大な面積を占めています。ゴルフ場は河川公園の面積に入っているのでしょうか。また、ゴルフ場

はどの程度の面積を占めているのでしょうか。 

[事務局] 

・ゴルフ場も基本計画の河川公園区域に入っています。ゴルフ場等の占用の問題に関しても将来議論する内容に含まれますが、

地域協議会の主要な議題としては、当面５カ年で整備を予定している公園地区の整備内容に対して、意見をお伺いしたいと考え

ています。 

[事務局] 

・ゴルフ場の面積は次回紹介します。水面を除く公園区域約 960haのうち、226haが開園しており、約700haは未開園の状態です。

ゴルフ場等の占用部分を含む未開園部分についても今後議論していかなければならないと考えています。 

[学識者委員] 

・これらの占用許可の部分は、上位計画で議論しておくべき内容です。基本計画検討時にどのような議論をしたのか概要を解説し

ていただけるでしょうか。 

[事務局] 

・基本計画策定時の検討概要を次回紹介します。 

 

4.利用者・利用団体等からの意見収集・整理の状況について 

主な発言 
[利用者代表] 

・高槻市、摂津市では、迷惑行為をする人がいますが、アンケートでそのような意見を把握しているのでしょうか。 

・三島江野草地区では公園を切り下げた箇所に、植物の保全や研究するために柵をつくっています。利用者としては中に入りたい

のですが、管理者は研究のため中に入れたくないということで、もめたことがありました。公園は自由に使える場所ではありますが、

水際になると安全上の問題が出てくるなど、せめぎ合いがあります。そのようなことが起こるのでルールやマナーの仕組みをつくる

必要があります。 

[事務局] 

・三島江野草地区は も先行的に切り下げを実施し、平成１９年に工事を終えていますが、まだ正式な開園に至っておりません。

本年度管理運営のあり方を再整理し、来年度以降どのように管理運営していくかルール等を検討します。三島江野草地区の管

理運営ルールが、今後切り下げを行う地区のモデルとなります。 

[事務局] 

・アンケートでは自由意見として多くの意見をいただいているので、今後紹介します。 

[地域住民代表] 

・不法占拠しているブルーシートの問題があります。ブルーシートの住人の犬が市民に向かって追いかけてくることがあります。前回

も取り上げたところ公園内にはブルーシートは一張もないとのことでした。公園区域内だけでなく、水面や水面と公園区域との間の

空地も含めて一体的に市民が安心して利活用できるようにしていただきたいと思います。今後の取り組みをお聞かせください。 
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[事務局] 

・河川管理の立場から不法占拠を減らしていく努力を行っております。 

[地域住民代表] 

・時間がかかると言われますが、不法占拠は期限を決めて、例えば３年以内に対応する等をお願いしたいと思います。 

[事務局] 

・占用の状況は次回協議会で情報共有させていただきたいと思います。 

[地域住民代表] 

・リトルリーグがグランドを独占していますが、不法な利用です。どのような経緯でこのようなことになっているのでしょうか。 

[事務局] 

・公園管理者としても、改善が必要であると考えています。引き続き改善できる方向性を相手方と協議していきたいと思います。 

[学識者委員] 

・基本計画だけでは足りません。不法占拠や独占利用の問題等に関する運営の基本方針をつくっておいてもらわないといけない

のではないかと思います。前提条件として、淀川河川公園全体でどのようなマネジメントをするかを決めておく必要があるかと思い

ます。 

[行政委員] 

・運動施設は５割の人が「現状のまま維持」と回答しています。既存の施設の取り扱い方について、向こう５年の整備内容だけ議論

すればよいのでしょうか。または淀川全体のことを議論する方がよいのでしょうか。整理していただきたいと思います。 

[事務局] 

・各地区の整備計画案に関わる淀川全体の問題・取り組みについて、次回以降の協議会の中でご説明することを検討したいと思

います。 

[学識者委員] 

・淀川河川敷のイメージでは、川や水に親しめる場が多く、自然環境の保全・再生、今ある運営施設の維持が方向性として示され

ています。今のままのスポーツ施設を維持して自然の保全・再生を進めるのは至難の業だと思いますが、事務局の考えはいかが

でしょうか。 

[事務局] 

・アンケートはデータとして参考にして、地域協議会での皆様のご意見を踏まえながら計画案をつくっていきたいと考えています。 

[学識者委員] 

・従来は都市公園の代替施設として整備されてきましたが、河川公園は、河川公園らしいものをつくるべきではないでしょうか。河

川や自然になじんだスポーツや活動をそこでやってもらいたいと考えます。市民と行政が一緒になって管理を行っていただきた

いと思います。管理、運営、市民参加のバランス（つくる、使う、守る）が重要であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.公園整備計画（案）について 

主な発言 
[利用者代表] 

・鳥飼下地区の下流側にもわんどがあります。浅くなってきているので掘削を行って深くしていただけないでしょうか。浅くなると外

来種が集まってきてしまいます。資料の７ページに追記していただけないでしょうか。 

[事務局] 

・今後も技術的検討は必要と考えており、検討していきたいと思います。 

[学識者委員] 

・今のわんどはあまり良い状態ではありません。２～３年毎に雑木、水草、土砂の撤去などをしていかないと良好なわんどを維持で

きません。公園管理として継続的にやるのであれば良いのですが、５年後整備をして次は１０年後というのであれば意味がありま

せん。 

・基本計画のゾーニング案は確定したものなのでしょうか。変更はあり得るのでしょうか。 

[事務局] 

・基本計画の２２ページに、ゾーニングについて、自然環境の状況や社会動向等を踏まえ見直しを行うこと、地区ごとに検討するこ

となど綿密な注意書きが記載されています。地区会議では切り下げるという方向性についてご理解を得ながら、地区ごとの技術

的な検討は別に行う必要があると考えます。 

Q3.あなたにとって、淀川河川敷はどのような存在ですか。あなたが持っているイ
メージに合ったものをお選びください。（3つまで）
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三島江
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自然が豊かな場 川や水辺に親しめる場

景観を楽しめる場 歴史や文化を感じられる場

野球、サッカー等のスポーツ施設が充実している場 散策やサイクリングを楽しむ場

家族や仲間でバーベキュー等の食事を楽しむ場 野草や花など自然環境にふれることができる場

地震などの災害時に避難できる場 安全に利用できる場所

その他 イメージはない

河川敷のイメージ河川敷のイメージ

• 中流右岸域では、 「川や水辺に親しめる場」 が最も多く、約2割を
占める。

• 次いで 「散歩やサイクリングを楽しむ場」、「家族や仲間などで食
事を楽しむ場」、「自然が豊かな場」が多い。

■淀川河川敷に持っているイメージ

「川や水辺に親しめる場」が最
も多く約２割

「散歩やサイクリングを楽しむ
場」や「家族や仲間で食事を楽

しむ場」が多い
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全体は高頻度及び低頻度利用者を対象

中流右岸及び各地区は高頻度利用者を対象

複数回答

 Q4.今後の淀川河川公園の整備の方向性について、あなたの考えに近いものをお
選びください。
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今ある運動施設は縮小して、自然環境の保全・再生を進める

今ある運動施設は維持して、自然環境の保全・再生を進める

今の自然環境と運動施設のバランスでよい

今ある自然環境は維持して、運動施設の整備を進める

今ある自然環境は縮小して、運動施設の整備を進める

公園整備の方向性公園整備の方向性

• 中流右岸域全体では、「今ある運動施設は維持して、自然環
境の保全・再生を進める」と考えている人が約5割を占めてお
り、各地区とも同様の傾向を示す。

■淀川河川公園の整備の方向性

今ある運動施設は維持して、
自然環境の保全・再生を進め

るという考えが約５割
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全体は高頻度及び低頻度利用者を対象

中流右岸及び各地区は高頻度利用者を対象
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[学識者委員] 

・樹木の伐採管理の方法なども協議会で議論すればよいと思います。 

 

6.地区会議の進め方について 

主な発言 
[学識者委員] 

・管理・運営への参加が必要であり、みんなで育てていく公園とすることが重要です。その方向も踏まえて検討していただきたいと

思います。 

・ワークショップで意見を聞くのは良いことですが、専門家の意見はどの段階で入れるのでしょうか。 

[事務局] 

・管理・運営への参加方法についても検討していきたいと考えています。 

・地区会議は、日常的に公園を利用している人に対して現状に対する意見を聞くことが主旨で、計画案を決める会議ではありませ

ん。地域の意見を次回の協議会で報告し、専門家から助言をいただきたいと考えています。 

[学識者委員] 

・管理・運営への参加ということであれば、昭和記念公園では、大学の NPO のネットワークがイベントの企画・立案・運営を実施して

いるので参考にしていただけたらと思います。 

[利用者代表] 

・水面利用として、一定の区域内で水上バイクを使用していますが、日曜日はその範囲を超えているようです。使っている人を排除

するのではなく、彼らの理屈も聞いて運営を考えて欲しいと考えます。 

[学識者委員] 

・多様な参加者のご意見を聞いていただきたいと思います。みんなでどのようにするか、ルール、仕組みをつくっていただけないで

しょうか。 

・地区会議は以上の方向で地域に入っていただくことでお願いします。 

 

 

【お問い合わせ先】 

近畿地方整備局 

淀川河川事務所 河川公園課 

〒573-1191 大阪府枚方市新町 2 丁目 2 番 10 号 

TEL：072-843-2861(代)  FAX：072-843-0910 

E-mail: yodogawa-kouen@kkr.mlit.go.jp 
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